
内　容

試験には父牛が菊宮土井である10か月齢の但馬牛

雌牛20頭を用いた。表１に示したように肥育前期

（10-15か月齢）の１日増体量（DG）の目標値を変

えて試験を開始し、16-30か月齢は通常管理として

30か月齢まで肥育した。

肥育前期のDGは、10-12か月齢では設定目標どお

りに増体した。しかし、13-15か月齢では１区を除

き、設定目標どおりには増体しなかった（表２）。

肥育中期以降のDGでは、４区が他の区に比べて少

なくなった。また、飼料効率は各区に差は認められ

なかった。血液成分では肝機能の指標となるGOT濃

度は肥育前期から中期にかけて４区が他の区に比べ

て高く推移し、肥育初期からの濃厚飼料多給による

肝機能低下が産肉性に悪影響を及ぼした可能性が示

唆された。枝肉形質では、脂肪交雑は２区が他の区

に比べて高くなる傾向を示した（表３）。ロース芯

面積及び歩留基準値は２区が１区及び４区よりも優

れた。

以上のことから、10-12か月齢ではDG0.3㌔㌘（濃

厚飼料：1.5-2.0㌔㌘）でかなり制限し、13-15か月

齢ではDG0.6～0.7㌔㌘を目標に飼料給与することに

より、脂肪交雑、ロース芯面積及び歩留基準値が改

善されると思われる。

普及上の注意事項

但馬牛の雌肥育では肥育前期の飼料摂取量を制限

する必要があり、そのためにはスタンチョンの設置

による個体管理が重要である。
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表２ 体重、１日増体重（DG）、飼料効率及び血液中GOT濃度

表１　各試験区の１日増体重の目標値

表３　枝肉形質


